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｢複雑系2 -物理から生物 ･進化 ･ゲームへ-｣
2.2 方程式の離 散化
一般に偏微分方程式を数値シミュレーションする際､方程式の離散化手法は重要でありシミュ
レー ションの成否を決定するものである｡ TDGL方程式 とMaxwel方程式は離散化において､
秩序パラメタは格子点上､ベクトルポテンシャルは次のリンク変数を用いることによって格子点
を結ぶリンク上で定義される[15],[16日17日181｡
Ui,.-eXP(iAi,･) (ijは隣接した格 子点) (6)
これらの手法に従うと､離散化された式もまたゲージ不変性 を満たすように な る｡ (格子ゲー
ジ理論と同じ手法である【19】｡)ここで､我々は簡単のためス カ ラー ポテンシ ャルをゼロとする








･fJ(rl,lJ)fur,i),-左姦 kBT･壷 6(r'-r)6(i'-i) (9)






































































































としている. ) O 中央にある秩序パラメタの減少しているディスク状の領域は欠陥の存在を示し
ている. このシミュレーションでは渦糸は一列をなして運動し､欠陥に侵入するような条件がと
られている (全休のサイズや格子間隔を適当に選んである.). 図91(b)は図9(a)で示した系
の 時間発展した時の分布図である｡ 一度中央の欠陥で トラップされた渦糸は後から来た渦糸に
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二.∴ ∴ ∴ 忘
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図4(a)超伝導電流の分布図
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図4(b)常伝導電流の分布図
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t(×4叫 (0)2K2/C2)
図 11電位差の時間発展 (破線は欠陥無し､実線は欠陥 (半径1.5f(0)))
ユ:
図12超伝導電流の分布図 (図10と同じ条件)
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